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あ　

ぜ　

み　

ち

　

本
年
６
月
15
日
に
改
正
生
産
緑

地
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
都
内
の
農
業
委
員
会
等
で
は

条
例
改
正
な
ど
の
対
応
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

都
内
６
区
市
（
世
田
谷
区
、
練

馬
区
、
足
立
区
、
目
黒
区
、
日
野

市
、
武
蔵
村
山
市
）
で
は
９
月
～

10
月
の
本
年
第
３
回
区
市
議
会
に

お
い
て
、
生
産
緑
地
の
下
限
面
積

を
３
０
０
㎡
に
引
き
下
げ
る
条
例

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
生
産
緑
地
法
の
施
行
を
受
付

都
内
各
農
委
会
で
は
対
応
が
進
め
ら
れ
る

　

今
秋
は
「
心
が
洗
わ
れ
る
」

機
会
に
恵
ま
れ
た
◆
大
津
波

に
よ
り
全
て
を
失
っ
た
仙
台

市
の
農
業
者
は
、
溢
れ
る
郷

土
愛
・
農
業
愛
を
持
つ
15
人

の
仲
間
で
（
農
）
井
土
生
産

組
合
を
設
立
。
復
興
中
の
ほ

場
70
㏊
で
コ
メ
・
ネ
ギ
・
ト

マ
ト
な
ど
を
生
産
し
て
い
る

◆
東
京
で
は
消
費
者
に
囲
ま

れ
地
元
産
の
食
材
に
こ
だ
わ

る
飲
食
店
や
学
校
給
食
、
量

販
店
な
ど
に
販
路
を
拡
大
し
、

限
ら
れ
た
畑
の
中
で
最
大
限

の
作
付
け
す
る
企
業
的
農
業

経
営
が
あ
る
◆
先
代
、
先
々

代
い
や
そ
の
ず
っ
と
以
前
か

ら
培
わ
れ
た
土
と
経
営
を
引

き
継
ぎ
、
自
分
流
の
農
業

感
で
次
の
一
手
を
講
じ
て
い

る
農
業
後
継
者
が
い
る
◆
商

品
を
生
産
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
農
業
者
の
こ
だ

わ
り
や
養
わ
れ
た
知
識
や
経

験
、
流
し
た
汗
の
多
さ
◆
農

業
と
い
う
職
業
の
奥
の
深
さ

や
達
成
感
、
や
り
が
い
と
同

時
に
筆
者
の
未
熟
さ
を
痛
感

し
「
汗
を
流
せ
ば
山
に
登
れ

る
」
と
い
う
基
本
の
も
と
と

そ
の
重
み
を
再
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
、
日
野
市

と
武
蔵
村
山
市
で

は
10
月
に
改
正
さ

れ
た
条
例
の
下
で

生
産
緑
地
の
追
加

指
定
の
申
込
を
受

け
付
け
、
市
内
の

農
業
者
か
ら
の
申

込
が
あ
り
ま
し
た
。

法
の
農
地
転
用
の
届
出
が
さ
れ

て
い
る
現
況
農
地
や
②
生
産
緑

地
法
の
買
取
申
出
が
さ
れ
、
行

為
制
限
が
解
除
さ
れ
て
い
る
現

況
農
地
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

は
、
追
加
指
定
の
対
象
と
す
る

指
定
基
準
等
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

行
政
へ
の
意
見
提
出
等
の
農
業

委
員
会
活
動
が
、
着
実
に
施
策
の

前
進
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
一
部
の
区

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
追
加
指
定

の
対
象
外
と
し
て
い
た
①
農
地

仙
台
市
の
農
表
委
員
会
活
動
な
ど
を
研
究

都
内
の
農
委
会
長
と
仙
台
市
農
委
会
が
意
見
交
換

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

　

都
農
業
会
議
は
10
月
26
日
～
27

日
に
、
農
業
委
員
会
会
長
研
究
集

会
を
仙
台
市
に
て
開
き
、
約
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
最
初
に
仙
台
市
農

業
園
芸
セ
ン
タ
ー
に
て
、
仙
台
市

の
農
地
流
動
化
に
関
す
る
施
策
や

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
仙
台

市
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、(

株)

み
ち
さ
き
（
菊

地
守
代
表
取
締
役
）
の
大
規
模
施

設
で
の
野
菜
生
産
、
農
事
組
合
法

人
井
土
生
産
組
合
の
組
合
結
成
の

経
緯
や
農
業
生
産
の
概
要
、
出
荷

形
態
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
な

が
ら
現
地
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
仙
台
市
農
業
委
員

会
（
佐
々
木
均
会
長
）
の
活
動
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
都
内

の
農
業
委
員
会
長
と
で
、
お
互
い

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
を
協
議

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
16
日

に
農
業
委
員
会
長
・
区
市
町
村

主
管
課
長
お
よ
び
学
識
経
験
者
・

農
業
団
体
会
員
83
人
の
出
席
を

得
て
、
第
２
回
事
業
推
進
協
議

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
平
成
30
年
度
農

業
会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
等

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
城
市
篠
崎
道
明
事

務
局
長
、
清
瀬
市
松
村
俊
夫
会

長
よ
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

震災後に設立された農事組合法人井土生産組合にて
経営の取組を聞く

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
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０
３
―
３
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７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議
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平
成
29
年
11
月



平成２９年１１月３０日 第３６１号　　（2）東 京 都 農 業 会 議 情 報

第
７
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
29
年
10
月
17
日
に
Ｊ

Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
会
議
室

で
開
催
し
、
状
況
は
次
の
と

お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
農
業
委
員
会
会

長
諮
問
第
４
条
１
件
２
９
９

㎡
お
よ
び
第
５
条
１
件
６
，

１
５
８
㎡
を
許
可
相
当
と
答

申
す
る
旨
を
決
定
し
た
。

報
告

　

①
９
月
19
日
～
10
月
16
日

の
農
業
会
議
主
要
業
務
お
よ

び
今
後
の
会
議
な
ど
の
開
催

計
画
を
説
明
し
た
。
②
９
月

の
農
地
転
用
許
可
状
況
を
東

京
都
が
報
告
し
た
。
③
平
成

29
年
度
企
業
的
農
業
経
営
お

よ
び
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業

の
推
薦
状
況
と
推
薦
農
家
の

経
営
概
要
を
報
告
し
た
。

協
議

　

①
平
成
30
年
度
東
京
都
農

業
会
議
事
業
お
よ
び
予
算
の

構
想
案
と
し
て
活
動
の
重
点

事
項
と
会
費
案
を
説
明
し
、

11
月
16
日
開
催
の
第
２
回
事

業
推
進
協
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
し
た
。
②
当
面
の
農

政
問
題
で
は
、
都
市
農
地
関

連
法
の
動
き
を
説
明
し
た
。

説
明

　

東
京
都
に
お
け
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
の
取
得
支
援
と
推
進
に
つ
い

て
、
（
公
財
）
東
京
都
農
林
水

産
振
興
財
団
の
地
産
地
消
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
連
事
業
推
進
課
長
の
橋
本

良
子
氏
が
説
明
し
、
事
業
周
知

と
活
用
を
は
か
る
こ
と
と
し

た
。

第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
29
年
11
月
16
日
に
中
野

サ
ン
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
第
２

回
事
業
推
進
協
議
会
終
了
後
開

催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

報
告

　

①
10
月
17
日
～
11
月
15
日
の

農
業
会
議
主
要
業
務
お
よ
び
今

後
の
会
議
な
ど
の
開
催
計
画
を

説
明
し
た
。
②
10
月
の
農
地
転

用
許
可
状
況
を
東
京
都
が
報
告

し
た
。

協
議

　

①
第
57
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
と
第
37
回
農
業
後
継
者
顕

彰
の
候
補
者
に
東
京
都
農
業
会

議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定
し
、

特
に
優
秀
な
経
営
は
東
京
都
知

事
賞
、
全
国
農
業
会
議
所
会
長

賞
、
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

の
候
補
と
し
て
交
付
申
請
す
る

こ
と
も
併
せ
て
決
定
し
た
。

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
に
農
業

委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長

研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
に
区
内
・
北
多
摩
の

農
業
委
員
会
を
対
象
に
、
町
田
市

に
て
開
き
、
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

10
月
12
日
に
は
西
多
摩
・
南
多

摩
の
農
業
委
員
会
を
対
象
に
、
立

町
田
市
、
立
川
市
の
農
業
経
営
を
研
究

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会

委
員
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

研
究
会
で
は(

株)

イ
カ
ロ

ス
出
版
社
の
上
田
祥
子
氏
が
「
農

業
専
門
マ
ガ
ジ
ン
の
発
刊
ま
で
」

に
つ
い
て
講
演
を
し
、
そ
の
後

多
摩
市
、
武
蔵
野
市
、
狛
江
市

の
農
業
委
員
・
職
員
よ
り
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
取
組
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
会
議
所
よ

り
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど

広
報
研
究
会
を
開
き
、
農
業  

川
市
に
て
開
き
、
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
、
最
初
に
会
場

市
の
農
業
施
策
等
を
研
究
し
、
町

田
市
で
は
井
上
健
一
氏
・
孝
男
氏
、

横
田
竜
雄
氏
、
立
川
市
で
は(

有)

小
林
養
樹
園
（
小
林
公
成
会
長
）
、

吉
澤
一
三
氏
、
山
木
文
人
氏
の
農

業
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
情
報
活
動
の
推
進
に
向
け
て

　

広
報
研
究
会
開
く

町田市では植木の直売をしている
横田さん（右）のほ場で現地研究をした

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
新
規

就
農
希
望
者
な
ど
参
加
者
を  

募
り
、
両
日
と
も
20
人
ほ
ど
が

参
加
し
、
バ
ス
で
新
規
就
農
者

の
畑
を
巡
り
、
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。

　

新
規
就
農
者
か
ら
は
就
農
し

た
経
緯
や
現
在
の
状
況
な
ど
が

説
明
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
畑

で
直
接
新
規
就
農
者
か
ら
話
し

を
聞
け
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
20
日

に
瑞
穂
町
、
11
月
10
日
に
青
梅

市
で
新
規
就
農
等
農
地
見
学
会

を
開
き
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
の
状
況
な
ど
研
究

新
規
就
農
等
農
地
見
学
会

魅力ある雑誌の作り方について
講演する上田氏

経営の状況を説明する瑞穂町の
新規就農者の野元裕樹さん (右 )
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都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
が

オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
事
情
を
視
察

た
。
施
設
導
入
へ
の
国
等
か
ら
の

補
助
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
南
西
へ

１
時
間
、
ス
＝
フ
ラ
ー
フ
ェ
ラ
ン

ト
の
有
機
野
菜
生
産
農
家
セ
イ
ネ

さ
ん
家
族
は
１
９
４
０
年
頃
か
ら

３
㌶
で
有
機
農
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
多
品
目
の
野
菜
は
自
営
レ
ス

ト
ラ
ン
と
店
舗
、
１
０
０
名
ほ
ど

の
も
ぎ
と
り
会
員
用
に
販
売
し
経

営
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
有
機
農

産
物
の
生
産
に
は
作
目
の
選
択
と

労
力
の
安
定
が
必
要
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

施
設
園
芸
で
は
、
ア
ル
メ
ー

ル
バ
イ
テ
ン
の
バ
ラ
生
産
農
家

を
見
学
し
ま
し
た
。
気
象
災
害

の
少
な
い
オ
ラ
ン
ダ
は
温
室
の

大
規
模
化
が
可
能
で
、
電
照
に

よ
る
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
周
年
栽
培

で
年
間
10
万
本
を
生
産
し
、
ア
ー

ル
ス
メ
ー
ル
市
場
へ
の
出
荷
と

直
売
で
高
収
益
を
上
げ
て
い
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
花
を
贈
り
物

に
す
る
習
慣
が
あ
り
、
直
売
所

に
は
花
束
を
求
め
る
人
々
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
近
郊
の
大
規
模
ト
マ
ト
生
産

経
営
は
、
６
人
の
共
同
経
営
体

で
60
種
類
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
高
さ
は
６
㍍
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
よ
る
雨

水
循
環
の
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
栽
培

で
、
蜂
に
よ
る
受
粉
と
天
敵
を

使
っ
た
害
虫
防
除
な
ど
環
境
に
や

さ
し
い
栽
培
を
徹
底
し
て
い
ま
し

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
、
9

月
26
日
～
10
月
２
日
に
、
オ
ラ
ン

ダ
農
業
事
情
視
察
を
行
い
、
７
区

市
か
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

約
11
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て

到
着
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
か
ら
フ
リ
ー
ウ
ェ

イ
に
入
る
と
、
牛
や
羊
が
草
を
食

む
平
坦
な
牧
草
地
と
網
目
状
の
用

水
路
が
延
々
と
拡
が
り
ま
す
。
オ

ラ
ン
ダ
は
ラ
イ
ン
川
下
流
の
低
湿

地
帯
に
あ
り
国
土
の
４
分
の
一
が

海
面
よ
り
低
い
干
拓
地
で
す
。
北

海
道
以
上
の
広
大
さ
に
参
加
者
は

驚
き
ま
し
た
が
、
欧
州
で
も
オ
ラ

ン
ダ
の
国
土
面
積
は
小
さ
く
、
農

業
で
は
高
収
益
を
上
げ
る
花
き
や

野
菜
類
の
施
設
園
芸
が
発
展
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
貿
易
を
重

要
経
済
政
策
に
位
置
づ
け
、
輸
出

食
糧
国
世
界
第
２
位
を
誇
り
ま

す
。
農
畜
産
物
で
は
輸
出
額
世
界

１
位
の
馬
鈴
薯
、
２
位
の
ト
マ
ト
、

玉
ね
ぎ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
パ
プ
リ
カ
、

生
乳
等
の
輸
出
が
顕
著
で
す
。
今

回
の
視
察
で
は
、
生
花
市
場
、
有

機
農
業
団
体
、
施
設
園
芸
・
酪
農

経
営
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
か
ら
車
で
20

分
ほ
ど
の
ア
ー
ル
ス
メ
ー
ル
生
花

市
場
は
サ
ッ
カ
ー
場
２
２
０
面
も

の
規
模
。
２
万
種
類
の
植
物
を
扱

い
、
年
間
６
千
億
円
の
売
上
げ
。

欧
州
各
国
や
ロ
シ
ア
等
へ
輸
出
、

東
ア
フ
リ
カ
や
中
東
か
ら
の
輸
入

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
大
規

模
な
が
ら
競
り
か
ら
出
荷
ま
で
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
有
機
農
業
を
振
興

す
る
有
機
農
業
食
品
協
会
は
世
界

で
も
珍
し
い
、
農
業
者
、
加
工
・

販
売
業
者
、
消
費
者
を
会
員
と
す

る
団
体
で
す
。
２
０
３
０
年
に
は

Ｅ
Ｕ
諸
国
が
全
て
有
機
農
業
に
転

換
す
る
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

で
、
ス
ー
パ
ー
等
販
売
店
で
は
有

機
農
畜
産
物
が
飛
躍
的
に
増
え
て

い
ま
す
。
「
価
格
が
多
少
割
高
で

も
消
費
者
は
購
入
に
積
極
的
で
成

果
は
着
実
」
と
フ
ァ
ン
デ
会
長
は

話
し
ま
し
た
。

　

第
20
回
全
国
農
業
担
い
手
サ

ミ
ッ
ト
in
こ
う
ち
が
「
集
え
！

担
い
手　

動
き
出
せ
未
来
へ
」
を

テ
ー
マ
に
10
月
24
日
～
25
日
に

高
知
県
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら

２
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
全
国
優
良
経
営
体

表
彰
式
で
は
、
八
丈
町
の
菊
池
紀

元
さ
ん
が
販
売
革
新
部
門
で
全
国

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
平
成
29

年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
・
農

林
水
産
大
臣
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
、
皇
太

子
殿
下
の
お
こ
と
ば
に
続
き
、
８

経
営
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
高
知
市
内
の
花

き
生
産
を
見
学
し
ま
し
た
。
生
産

量
全
国
１
位
の
グ
ロ
リ
オ
サ
の
出

荷
や
海
外
輸
出
に
つ
い
て
、
生
産

量
全
国
２
位
の
ユ
リ
生
産
の
担
い

手
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
の
取

組
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
が
高
知
で
開
か
れ
る

有機農業に取り組むセイネさん (中央 )

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
栽
培
を

行
う
経
営
に
対
す
る
補
助
率
が
高

い
と
聞
き
「
オ
ラ
ン
ダ
は
環
境
保

全
政
策
に
農
業
補
助
が
あ
る
」（
参

加
者
）
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
装

置
を
導
入
し
、
高
乳
量
を
実
現
す

る
酪
農
経
営
、
13
㌶
の
施
設
で

６
０
０
万
株
の
95
％
を
輸
出
す
る

大
規
模
ラ
ン
経
営
、
オ
ラ
ン
ダ
最

大
の
屋
内
食
品
市
場
マ
ル
ク
ト
ハ

ル
な
ど
を
見
学
し
、
７
日
間
の
日

程
を
終
え
ま
し
た
。

高知県産のグロリオサは世界に出荷されている

参加者は生産された様々な種類の
トマトの特徴を熱心に聞いていた
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島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
）
は
、
11
月
14

日
～
15
日
に
石
川
県
で
ふ
る
さ
と

東
京
む
ら
づ
く
り
塾
と
共
催
で

「
島
し
ょ
農
業
振
興
検
討
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

　

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
（
フ
リ
ー

ジ
ア
）
の
開
発
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
、
北
振
興
会
長
の
圃
場
で
は

栽
培
の
様
子
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
金
沢
市
及
び
金
沢
市

農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伝
統
野
菜

の
栽
培
、
販
促
、
担
い
手
育
成
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

石
川
県
で
花
き
や
野
菜
の
栽
培
な
ど
を
研
究

島
し
ょ
農
業
振
興
検
討
会
開
く

深
谷
市
で
先
進
的
な
取
り
組
み
や
経
営
を
現
地
研
究

南
多
摩
地
区
農
委
会
協
議
会

　

収
穫
体
験
で
は
、
シ
ナ
ノ
ス

イ
ー
ト
や
群
馬
名
月
な
ど
様
々
な

種
類
の
リ
ン
ゴ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
（
加

藤
義
松
理
事
長
）
は
、
11
月
６
日

に
、
農
園
利
用
者
を
対
象
と
し
た

長
野
県
中
野
市
の
池
田
農
園
訪
問

ツ
ア
ー
を
開
き
、
35
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

池
田
農
園
で
は
、
園
主
の
池
田

新
一
さ
ん
よ
り
リ
ン
ゴ
の
お
い
し

い
食
べ
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
も
ぎ
た
て
の
リ
ン
ゴ
や
ブ

ド
ウ
、
柿
な
ど
を
試
食
し
、
参
加

者
ど
う
し
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

12
月
～
１
月
の
日
程

12
・
18 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

12
・
20 

㈬ 

農
委
・
推
進
研
究

１
・
12 

㈮ 

島
し
ょ
検
討
会

１
・
15 

㈪ 

区
内
農
委
検
討
会

１
・
17 

㈬ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
18 

㈭ 

西
農
委
検
討
会

１
・
22 

㈪ 

南
農
委
検
討
会

１
・
24 

㈬ 

北
北
農
委
検
討
会

１
・
26 

㈮ 

北
南
農
委
検
討
会

１
・
29 

㈪ 

北
西
農
委
検
討
会

農
業
体
験
農
園
利
用
者
を
対
象
に

　

長
野
県
池
田
農
園
訪
問
ツ
ア
ー
開
く

　

深
谷
市
で
は
、
農
業
の
状
況
や

施
策
、
農
委
会
活
動
の
説
明
を
受

け
た
後
、
同
市
農
委
会
の
福
島
政

治
委
員
の
大
規
模
野
菜
経
営
と
安

藤
己
喜
夫
会
長
の
イ
チ
ゴ
観
光
農

園
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
な
か
で
安
藤
会
長

は
「
農
委
会
は
農
業
者
の
意
見
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話

し
ま
し
た
。　
　

　

南
多
摩
地
区
農
委
会
協
議
会

（
吉
川
庄
衛
会
長
＝
町
田
市
）
は
、

10
月
16
日
に
埼
玉
県
深
谷
市
に
て

視
察
研
修
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
武
蔵
村
山
市
農
業

経
営
者
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
親
子

を
対
象
に
地
元
野
菜
の
収
穫
体
験

「
み
ん
な
で
新
鮮
野
菜
を
収
穫
し

よ
う
！
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
収
穫
体
験
を

通
し
て
畑
の
大
切
さ
と
地
産
地

消
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
開
か
れ
た
も
の
で
同
ク
ラ
ブ

の
木
下
和
年
会
長
の
畑
で
カ
ブ
、

コ
マ
ツ
ナ
な
ど
の
収
穫
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
小
学
校
の

家
庭
科
室
で
地
元
野
菜
を
使
用

し
た
す
い
と
ん
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。

参加者は様々な種類の
リンゴを収穫した

エアリーフローラの栽培を見学した

深谷市農委会の安藤会長（右）より
イチゴ農園の経営の取り組みを聞く

収
穫
体
験
を
通
し
て
市
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ

武
蔵
村
山
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

市内産の様々な野菜の収穫体験をした

質
の
良
さ
が
見
て
伝
わ
る
。
ベ
ラ

ン
ダ
で
花
と
緑
を
楽
し
み
た
い
」

と
様
々
な
色
合
い
を
組
み
合
わ
せ

て
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
法
人
協
会
は
、
10
月
20

日
～
21
日
に
東
京
都
消
費
者
月
間

実
行
委
員
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト「
見

て
、
聞
い
て
、
話
そ
う
！
交
流
フ
ェ

ス
タ
」
に
出
展
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
、

東
京
都
内
産
の
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン

や
パ
ン
ジ
ー
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
な
ど

の
緑
化
植
物
の
苗
約
６
０
０
ポ
ッ

ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
は
「
都
内
産
の
新
鮮
さ
、

都
内
産
の
花
や
緑
化
植
物
を
販
売

　

都
農
業
法
人
協
会
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
に
出
展

都内産の花きや緑化植物が売られた




